音声コード印刷について　　　
音声コードが正しい位置に印刷されていないと、読み取りエラーの原因となります。また、印刷する用紙の種類によっては、紙の反射度や紙繊維の具合等により、読み取りに支障をきたす場合があります。
１　印刷調整

音声コードの中心が、印刷物の端から２５㎜となるよう、印刷してください。




２　印刷条件
出力解像度６００dpi以上を有するレーザープリンター、または音声コードの砂目模様を正確に印字できるだけの出力解像度を有するプリンターで出力してください。
　また、光沢紙のような光を反射する用紙、地の色が濃い色上質紙（カラー紙）、凹凸のある加工紙に印刷した場合、正確に読み取れない場合があります。 大量印刷する場合は、あらかじめ使用する用紙で正確に読み取れるか確認して下さい。
３　切り欠き

    印刷した音声コードの横には、視覚障害者が触覚により音声コードの位置を把握でき
るよう、印刷物に半円の切り欠きを入れてください。　
　　
４　読み込みについて

　　テルミー、スピーチオ、スピーチオプラス等の音声コード専用再生機器で読み込み可能です。携帯端末アプリでは再生できない可能性がありますので御了解ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康福祉部障害福祉課　音声コード印刷仕様書参考
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切り欠き直径5mm








